











Statistical Observations of Crowns and Bridges inade in 1988 
Part 1 Single crowns
KENICHI KOBAYASHI KURUMI SIMIZU KEIZO IWAI
KIYOHIKO IWASAKI SIGERU KATAOKA YOSHIHIRO TAKAHASHI




























































































塩 尻 市 内 152 193
（37．1） （40．0）
長 野 県 内 245 271
（除・ 塩尻市内） （59．8） （56．1）


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































20歳未満20歳代 30歳代 40歳代50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上計
種類
全部鋳造冠 昭63 2 34 86 81 フ5 65 8 351
（ 0．3） （ 4フ） （ 11．9）（ 11．2）（ 10．3）（ 9．0） （ 1．1） （ 48．4）
昭62 3 73 103 93 109 37 7 2 427
（ 0．3） （ 7．7） （ 10．9）（ 9．8） （ 11．5）（ 3．9） （ 0．7） （　0．2）（ 45．2）
前装冠 昭63 3 14 40 22 31 19 3 132
（ 0．4） （ 1．9） （ 5．5） （ 3．0） （ 4．3） （ 2．6） （ 0．4） （ 18．2）
昭62 7 63 50 41 27 14 2 204
（ 1．0） （ 6．7） （ 5．3） （ 4．3） （ 2．9） （ 1．5） （ 0．2） （ 21．6）
既製陶歯前装冠 昭63
昭62
レジン前装冠 昭63 2 8 4 6 7 27
（ 0．3） （ L1）（ 0．6） （ 0．8） （ 1．0） （ 3．7）
昭62 4 2 6 12
（ 0．4） （ 0．2） （ 0．6） （ 1．3）
陶材溶着鋳造冠 昭63 1 14 32 18 25 12 3 105
（ 0．1） （ 1．9） （ 4．4） （ 2．5） （ 3．4） （ 1．7） （ 0．4） （ 14．5）
昭62 7 63 46 39 21 14 2 192
（ 1．0） （ 6．7） （ 4．9） （ 4．1） （ 2．2） （ 1．5） （ 0．2） （ 20．3）
ジャケット冠 昭63 1 6 13 10 17 24 2 73
（ 0．1） （ 0．8） （ L8）（ 1．4） （ 2．3） （ 3．3） （ 0．3） （ 10。1）
昭62 3 21 17 6 38 13 4 89
（ 0．3） （ 2．2） （ 1．8） （ 0．6） （ 4．0） （ 1．4） （ 0．4） （ 10．8）
レジン 昭63 1 6 13 8 17 24 2 71
ジャケット冠 （ 0．1） （ 0．8） （ 1．8） （ 1．1） （ 2．3） （ 3．3） （ 0．3） （ 9．8）
昭62 ，1 15 17 6 34 12 4 89
（ 0．1） （ L6）（ 1．8） （ 0．6） （ 3．6） （ L3）（ 0．4） （ 9．4）
ポーセレン 昭63 2 2
ジャケット冠 （ 0．3） （ 0．3）
昭62 2 6 4 1 13
（ 0．2） （ 0．6） （ 0．4） （ 0．1） （ 1．4）
継続歯 昭63 2 2
（ 0．3） （ 0．3）
昭62 4 2 6
（ 0．4） （ 0．2） （ 0．6）
一部被覆冠 昭63 18 58 33 30 16 12 167
（ 2．5） （ 8．0） （ 4．6） （ 4．1） （ 2．2） （ 1．7） （ 23．0）
昭62 9 75 53 22 32 15 206
（ 1．0） （ 7．9） （ 5．6） （ 2．3） （ 3．4） （ 1．6） （ 21．8）





































































































































3十3 541458－616－8 十8 3十3 541458－616－8 十8 8十8調査年
種類 8十8
全部鋳造冠 昭63 1 60 103 164 77 110 187 351
（ 0．1） （ 8．3） （14．2）（ 22．6） （ 10．6）（15．2）（ 25．8）（ 48．4）
昭62 93 131 224 83 120 203 427
（ 9．8） （13．9）（ 23．7） （ 8．8）（12．7）（ 21．5）（ 45．2）
前装冠 昭63 95 15 2 112 10 6 4 20 132
（ 13．1）（ 2．1） （　0．3） （ 15．4）（ 1．5） （ 0．8） （　0．6） （ 2．8） （ 18．2）
昭62 149 18 4 171 14 9 10 33 204
（ 15．8）（ 1．9） （　0．4）（ 18．1）（ 1．5） （ 1．0） （　1．1）（ 3、5） （ 21．6）
既製陶歯前装冠 昭63
昭62
レジン前装冠 昭63 15 5 20 7 7 27
（ 2．1） （ 0．7） （ 2．8） （ 1．0） （ 1．0） （ 3．7）
昭62 8 3 11 1 1 12
（ 0．8） （ 0．3） （ 1．2） （ 0．1） （ 0．1） （ 1．3）
陶材溶着鋳造冠 昭63 80 10 2 92 3 6 4 13 105
（ 11．0）（ 1．4） （　0．3） （ 12．7）（ 0．4） （ 0．8） （　0．6） （ 1．8） （ 14．5）
昭62 141 15 4 160 13 9 10 32 192
（ 14．9）（ 1．6）（　0．4）（ 16．9）（ 1．4） （ 1．0）（　1．1）（ 3．4） （ 20．3）
ジャケット冠 昭63 57 57 16 16 73
（ 7．6） （ 7．6） （ 2．2） （ 2．2） （ 9．8）
昭62 66 66 33 3 36 102
（ 7．0） （ 7．0） （ 3．5） （ 0．3） （ 3．8） （ 10．8）
レジン 昭63 55 55 16 16 71
ジャケット冠 （ 7．9） （ 7．9） （ 2．2） （ 2．2） （ 10．1）
昭62 57 57 29 3 32 89
（ 6．0） （ 6．0）（ 3．1） （ 0．3） （ 3．4） （ 9．4）
ポーセレン 昭63 2 2 2
ジャケット冠 （ 0．3） A （ 0．3） （ 0．3）
昭62 9 1「 ’　　‘＿ 9 4 4 13（ 1．0） （ 1．0） （ 0．4） （ 0、4）（ 1．4）
継続歯 昭63 1 　　　Af　 1 1 1 1 2
（ 0．1） （ 0．1） （ 0．1） （ 0．1） （ 0．3）
昭62 5 5 1 1 6
， （ 0．5） （ 0．5）（ 0．1） （ 0．1） （ 0．6）
一部被覆冠 昭63 4 22 56 82 8 23 54 85 167
（ 0．6） （ 3．0）（　7．7） （ 11．3）（ 1．1） （ 3．2） （　7．4） （ 11．7）（ 23．0）
昭62 4 54 54 112 17 27 50 94 206
（ 0．4） （ 5．7）（　5．7）（ 11．9）（ L8）（ 2．9）（　5、3）（ 9．9） （ 21．8）














































































































































































































































コアー 昭62（ 30．4） （ 20．3）（ 50．7）
レジン 昭63（
16
R．3）（
61．3）
（
40．8）（ 20．4）
（
22
S．6）
コアー 昭62（ 23R．4）（
50．7）
（
50．7）（ 10
P．5）（
50、7）（ 50．7）
（
20．3）（40
T．9）
セメント 昭63（
40．8）
（
10．2）（ 51．0）
コアー 昭62（ 27S．0）（
40．6）
（
40．6）（ 50．7）（ 40．6）（10．2）
（
30．4）（ 39
T．8）
計
昭63（ 309U4．4）（
113
Q3．5） （
25
T．2）（
88
P8．3）（
54
P1．3）（
52
P0．8）（
20．4）
（
40．8）（480
P00．0）
昭62（ 370T4．9）（
182
Q7．0） （
11
P．6）（
171
Q5．4）（
99
P4．7）（
87
P3．0）（
12
P．8） （
23
R．4）（
674
P00．0）
（　）％
昭63：昭和63年
昭62：昭和62年
66 小林他二昭和63年における冠・架工義歯に関する統計的観察　その1　単独冠
報告1～8・11・12・14）とも同様の傾向であり，歯内療法の
発達および歯牙保存の考え方の浸透による影響が
大きいと思われる．
　種類別装着頻度では，構成率からみると62年度
と同様に全部鋳造冠が最も多く，また，一部被覆
冠の構成率が増加した．これは残存歯質に対する
配慮と患者の審美性に対する要求の高まりがこう
した成績になったものと考えられる．
　支台築造体では，昭和62年までの報告1“’s｝と同様
にキャストコアーが最も高い使用頻度を示した．
これは松本歯科大学病院が教育病院としての性格
をもっている以上，支台築造法の基本であるキャ
ストコアーの頻度が高いのは容易に理解できると
ころである．
結 論
　松本歯科大学病院補綴診療科に昭和63年1月か
ら同年12月までの1ヶ年間に来院した患者および
作製，装着された単独冠を中心にその頻度調査を
行ない，以下の結果を得た．
　1．患者総数は410名で，地域別患者構成率では，
昭和62年と比べて，塩尻市内を除く長野県内の患
者が増加し，塩尻市内在住者は減少した．
　2．性別患者構成率では，女性が52．2％を占め
た．また，年齢階級別構成率では，20歳代から60
歳代までが全体の93．5％を占めた．
　3．単独冠および架工義歯の装着数は，それぞ
れ725個と207装置であった．
　4．単独冠について
　イ）年齢階級別装着頻度では，30歳代が最も多
く，20歳代から60歳代までが全体の94．9％を占め
た．
　ロ）部位別装着頻度では，上顎が下顎を上回り，
歯群別では下顎大臼歯部が最も多く，下顎前歯部
が最も少なかった．
　ハ）支台装置の種類別装着頻度では，全部鋳造
冠が48．4％と最も多く，次いで一部被覆冠，陶材
溶着鋳造冠であった．
　二）支台歯の生・失活歯別装着頻度では，失活
歯が72．6％を占めた．
　ホ）支台築造体では，キャストコアーが93．5％
を占めた．
　5．昭和62年の報告と比較すると，患者数で73
名（15．1％）少なく，単独冠の装着数は220個
（23．3％）の減少がみられた．
　その他の項目については，特に大きな傾向の変
化は認められなかった．
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